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≪ 大 会 日 程 ≫ 

 6 月 12 日（金） 6 月 13 日（土） 6 月 14 日（日） 

8:00  

 

 

8:00- 受付 

 （大学会館 1 階） 

8:00- 受付 

 （大学会館 1 階） 

9:00 

 

9:00-11:30 

自由研究発表Ⅰ 

（峰町 4 号館） 

Ⅰ- 1（4B11）  Ⅰ- 6（4A33） 

Ⅰ- 2（4B21）  Ⅰ- 7（4A35） 

Ⅰ- 3（4B24）  Ⅰ- 8（4B43） 

Ⅰ- 4（4B31）  Ⅰ- 9（4A47） 

Ⅰ- 5（4B34）  Ⅰ- 10（4A46） 

9:00-11:30 

自由研究発表Ⅲ 

（峰町 4 号館） 

Ⅲ- 1（4B11）  Ⅲ- 6（4A33） 

Ⅲ- 2（4B21）  Ⅲ- 7（4A35） 

Ⅲ- 3（4B24）  Ⅲ- 8（4B43） 

Ⅲ- 4（4B31）  Ⅲ- 9（4A47） 

Ⅲ- 5（4B34）  Ⅲ- 10（4A46） 

10:00 

 

11:00 

11:30-12:30 

紀要編集委員会  

（大学会館 2 階  

トークルームⅠ） 

11:30-12:30

昼食 

11:30-12:40 

昼食 

 

 

 

12:00 

 

12:00-受付（理事会） 

（峰町 8 号館 2 階） 

12:30-14:00 

常任理事会 

（峰町 8 号館 2 階 

小会議室） 

12:30-14:30 

自由研究発表Ⅱ 

（峰町 4 号館） 

Ⅱ- 1（4B11）  Ⅱ- 6（4A33） 

Ⅱ- 2（4B21）  Ⅱ- 7（4A35） 

Ⅱ- 3（4B24）  Ⅱ- 8（4B43） 

Ⅱ- 4（4B31）  Ⅱ- 9（4A47） 

Ⅱ- 5（4B34）  Ⅱ- 10（4A46） 

12:40-15:10 

課題研究Ⅰ 

（峰町 5 号館 5B11） 

 

課題研究Ⅱ 

（峰町 5 号館 5B12） 

13:00 

 

14:00 

 

 

14:15-17:30 

  全国理事会 

（峰町 8 号館 2 階 

大会議室） 

 

15:00 

 

 

15:00-17:10 

公開シンポジウム 

（峰町 5 号館 5B12） 

 

 

 

16:00 

 

 

17:00 

 

 

17:00- 受付 

（峰町 4 号館 2 階） 17:20-18:20 

総会 

（峰町 5 号館 5B12） 18:00 

 

 

18:00-20:00 

ラウンドテーブル 

（峰町 4 号館） 
RT1(4A46) RT6(4B41) 

RT2(4B42) RT7(4B32) 

RT3(4A41) RT8(4B22) 

RT4(4A43) RT9(4A42) 

RT5(4A44) RT10(4B12) 

18:30-20:15 

懇親会 

（大学会館 1 階生協食堂） 19:00 
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大会参加者へのご案内 

1 受付 

6月12日（金）は17時より峰町4号館2階にて、13日（土）・14日（日）は8時より大学会館1階に

て行います。会場配置図をご参照ください。12日午後の常任・全国理事会受付は、12時より峰町8

号館2階で行います。 

2 大会参加費等 

大会参加費は、通常会員・臨時会員 5,000 円（事前申込 4,000 円）、学生会員 4,000 円（事前申

込 3,000 円）、懇親会費は、通常会員・臨時会員 4,500 円（事前申込 4,000 円）、学生会員 3,500 円

（事前申込 3,000 円）です。※ 事前申込・事前振込の受付は 5 月 22 日（金）までです。大会参

加申込システム SOLTI (https://service.gakkai.ne.jp/society-member/auth/apply/JCES)から申込を行い、

大会準備委員会口座への振込をお願いいたします。 

※ 学会年会費の納入の受付はいたしません。 

3 大会本部 

峰町 4 号館 2 階 4B23 に設置します。 

4 会員控室 

大学会館 2 階談話室と峰町 4 号館 3 階 4B33 に用意します。 

5 常任理事会・全国理事会・紀要編集委員会 

常任理事会は峰町 8 号館 2 階小会議室で、全国理事会は峰町 8 号館 2 階大会議室で行います。 

紀要編集委員会は大学会館 2 階トークルームⅠで行います。 

6 大会期間中の昼食 

 6 月 13 日（土）・14 日（日）とも、大学会館 1 階の生協食堂が営業しております。営業時間は、

13 日（土）が 11:00～13:30、14 日（日）が 11:00～13:00 です。 

7 懇親会会場 

大学会館 1 階生協食堂で 6 月 13 日（土）18:30 より行います。 

8 託児について 

 会場に託児室は設けませんが、会場周辺のサービスについて情報を提供いたしますので、必要

な会員は大会事務局までご相談ください。 

 

自由研究発表について 

1 発表時間 

  個人研究発表の時間は、発表 20 分、質疑 10 分の計 30 分となります。共同研究発表の場合

は、30 分（発表 20 分、質疑 10 分）もしくは 60 分（発表 40 分、質疑 20 分：事前に申込まれ

たグループのみ）です。各部会での総括討論はありません。発表者も移動していただいて結構

です。なお、各発表の間には休憩時間を設けておりませんので、ご留意ください。 

2 発表資料 

  発表の際に配布する資料は、あらかじめご用意の上、各会場係にお渡しください。会場係が

配布いたします。なお、会場でのコピーのご要望には応じられませんので、ご了承ください。 

3 発表用機器 

  パソコン・プロジェクター等の機器は、発表会場に備え付けてあります。 

4 発表取消の場合 

  速やかに大会事務局にご連絡下さい。なお、発表取消の場合、時間の繰上げは行いません。 

日本比較教育学会第 51 回大会準備委員会 

〒321-8505 宇都宮市峰町 350 宇都宮大学教育学部 上原秀一研究室気付 

 Tel/Fax: 028-649-5339  E-mail: jces51.utsunomiya@gmail.com 

 緊急連絡先（大会当日のみ）090-1415-8604
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宇都宮大学峰キャンパスのご案内 

※公共交通機関を御利用ください。 

【JR 宇都宮駅／東武宇都宮駅まで】 

 
【JR 宇都宮駅／東武宇都宮駅から宇都宮大学峰キャンパスまで】

JR 宇都宮駅周辺地図 

 
 

JR 宇都宮駅西口（2 階）の「バス総合案内システム」

で発車時刻と乗り場をご確認いただけます。 

また、バスの発車時刻は、次のサイトで検索できます。 

http://www.atochigi.ne.jp/ 

JR バス（乗車時間：約 15 分） 

行先：清原台団地、清原球場、祖母井、茂木、ベル

モールなど 

乗車：JR 宇都宮駅西口 バス乗り場 3 番 

下車：宇大前 

東野バス（乗車時間：約 15 分、東武宇都宮駅から乗

車の場合 約 25 分） 

行先：真岡、益子、海星学院、清原球場など 

乗車：JR 宇都宮駅西口バス乗り場 14 番 

東武宇都宮駅バス乗り場 

下車：宇大前 

関東バス（乗車時間：約 10 分） 

行先：宇都宮駅東循環バス（左回り） 

乗車：JR 宇都宮駅東口バス乗り場 

下車：宇都宮大学前 

※JR 宇都宮駅東口から宇都宮大学前へのバス（左

回り）は本数が少ないですので、ご注意ください。 

タクシー 

JR 宇都宮駅東口乗り場（乗車時間：約 5 分） 

東武宇都宮駅乗り場（乗車時間：約 15 分）
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課題研究Ⅰ・Ⅱ 

常任・全国理事会

コンビニ（ミニストップ） 



6 
 

自由研究発表 

6月13日（土） 自由研究発表Ⅰ 6月14日（日） 自由研究発表Ⅲ 

（午前）9：00～11：30      ＜峰町4号館＞

Ⅰ- 1 東アジア（1）・・・・・・・・・・・・4B11

Ⅰ- 2 東南アジア（1）・・・・・・・・・・・4B21

Ⅰ- 3 ヨーロッパ（1）・・・・・・・・・・・4B24

Ⅰ- 4 国際教育・教育交流（1）・・・・・・・4B31

Ⅰ- 5 教育改革・教育計画（1）・・・・・・・4B34

Ⅰ- 6 教育改革・教育計画（2）・・・・・・・4A33

Ⅰ- 7 教師教育・教員問題・・・・・・・・・4A35

Ⅰ- 8 高等教育（1）・・・・・・・・・・・・4B43

Ⅰ- 9 異文化間教育・・・・・・・・・・・・4A47

Ⅰ-10 Primary and Secondary Education(1E)・・4A46

（午前）9：00～11：30      ＜峰町4号館＞

Ⅲ- 1 東南アジア（2）・・・・・・・・・・・・4B11

Ⅲ- 2 北アメリカ・・・・・・・・・・・・・・4B21

Ⅲ- 3 ヨーロッパ（3）・・・・・・・・・・・・4B24

Ⅲ- 4 アフリカ（2）・・・・・・・・・・・・・4B31

Ⅲ- 5 理論・思想（2）・・・・・・・・・・・・4B34

Ⅲ- 6 国際教育・教育交流（2）・・・・・・・・4A33

Ⅲ- 7 開発と教育・・・・・・・・・・・・・・4A35

Ⅲ- 8 高等教育（3）・・・・・・・・・・・・・4B43

Ⅲ- 9 教育行政・教育経営・・・・・・・・・・4A47

Ⅲ-10 Higher Education(E) ・・・・・・・・・・4A46

6月13日（土） 自由研究発表Ⅱ  

（午後）12：30～14：30     ＜峰町4号館＞

Ⅱ- 1 東アジア（2）・・・・・・・・・・・・4B11

Ⅱ- 2 ヨーロッパ（2）・・・・・・・・・・・4B21

Ⅱ- 3 アフリカ（1）・・・・・・・・・・・・4B24

Ⅱ- 4 理論・思想（1）・・・・・・・・・・・4B31

Ⅱ- 5 教育の機会・・・・・・・・・・・・・4B34

Ⅱ- 6 幼児教育・・・・・・・・・・・・・・4A33

Ⅱ- 7 初等・中等教育・・・・・・・・・・・4A35

Ⅱ- 8 高等教育（2）・・・・・・・・・・・・4B43

Ⅱ- 9 宗教と教育・・・・・・・・・・・・・4A47

Ⅱ-10 Primary and Secondary Education(2E) ・・4A46

 

 
 
 

シンポジウム・課題研究 

6月13日（土）15:00～17:10     6月14日（日）12:40～15:10      

公開シンポジウム     ＜峰町5号館5B12＞ 

「多文化共生社会における教育」 

課題研究Ⅰ          ＜峰町5号館5B11＞

「比較教育の観点からみた日本の大学入試改革（論）」

課題研究Ⅱ          ＜峰町5号館5B12＞

「災害後のコミュニティ復興と教育の役割」 
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ラウンドテーブル 

2015 年 6 月 12 日（金） 18:00―20:00 
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ラウンドテーブル １  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4A46 

 

終戦（光復）70 周年 

－日韓基本条約 50 周年に比較教育学はなにを考えるか－ 

 

企画者：国際交流委員会 

司会者：石川 裕之（畿央大学） 

発表者：鄭圭永（清州教育大学）  近藤 孝弘（早稲田大学） 

 

内容説明：過去に真摯に向き合うことと寛容であること。ドイツの首相に言われるまでもない、

この自明なことを両国はなぜできないのか。関係改善を牽引するのは比較教育学の課題ではない

にしても、上の問いから逃げることは許されないだろう。今回は鄭氏を囲んで、特に植民地主義

と知に焦点をあて、報告者に限らず参加者が自由に議論する場としたい。 

 

 

 

ラウンドテーブル ２  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4B42 

 

比較教育学研究におけるアカデミック・ライティングについて 

 

企画者：研究委員会 

司会者：山内 乾史（神戸大学） 

発表者：近田 政博（神戸大学）  西村 幹子（国際基督教大学） 

  田中 正弘（弘前大学） 

 

内容説明：近年、各学問領域において論文執筆において守られるべき作法が十分に守られていな

いとの指摘が多々見られます。残念ながら、比較教育学会においても例外ではありません。今回

は、研究委員会の企画として、前期紀要編集委員の近田会員、西村会員、今期研究委員の田中会

員から、各研究領域のアカデミック・ライティングの在り方について、若手・中堅会員を対象に

話していただきます。紀要への投稿等、予定しておられる会員におかれましては、ふるってご参

加ください。 
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ラウンドテーブル ３  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4A41 

 

途上国における障害児教育 

－インクルージョンと「特殊」の狭間で－ 

 

企画者：亀山 友理子（JICA 研究所） 

司会者：黒田 一雄（早稲田大学） 

発表者：黒田 一雄（早稲田大学）       杉村 美紀（上智大学） 

Kartika Diana（早稲田大学大学院）  亀山 友理子（JICA 研究所） 

 

内容説明：多くの途上国において、「インクルーシブ教育」の理念を基にした障害児教育政策が施

行されている。しかし、実際には、障害児を通常の教室に詰め込み、質の低い教育が提供されて

いるとの報告もある。この企画では、JICA 研究所の実施したカンボジア、モンゴル、ネパールに

おける調査結果を基に、途上国における障害児教育の方向性について議論したい。 

 

 

 

ラウンドテーブル ４  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4A43 

 

困難な状況にある子どもの教育 

 

企画者：澤村 信英（大阪大学） 

司会者：小野 由美子（鳴門教育大学） 

発表者：日下部 達哉（広島大学）  乾 美紀（兵庫県立大学） 

大塲 麻代（大阪大学）   日下部 光（大阪大学大学院） 

山本 香（大阪大学大学院／日本学術振興会特別研究員） 

 

内容説明：初等教育の普遍化を達成するため「困難な状況にある子ども」の教育が大きな課題に

なっている。障害児や労働をしている子ども、遊牧民や難民の子ども、孤児、マイノリティの子

ども、その他の不利な状況にある子どもである。人びとの生活が貧困や災害、紛争などによって、

どのような変化を迫られ、教育がどれほど重要になるのかについて議論する。 
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ラウンドテーブル ５  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4A44 

 

比較教育学と韓国研究 

－「日韓比較」を超えて－ 

 

企画者：田中 光晴（東北大学）       樋口 謙一郎（椙山女学園大学） 

司会者：樋口 謙一郎（椙山女学園大学） 

発表者：山﨑 直也（帝京大学）       佐藤 仁（福岡大学） 

髙橋 梢（東京外国語大学大学院）  出羽 孝行（龍谷大学） 

 

内容説明：韓国研究は比較教育学にいかに貢献できるか。昨年の討議を踏まえた上で、今回は比

較の観点を「日韓」からずらし、台湾、米国、モンゴル研究者に、それぞれの視点から見た韓国

の教育実態や、研究現場で出会った韓国人研究者との交流について述べていただき、「日韓」の枠

組みからは見えにくい韓国の教育やその研究の現状について議論を深めたい。 

 

 

 

ラウンドテーブル ６  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4B41 

 

東アジアにおける中等教育段階での留学促進策 

 

企画者：小川 佳万（広島大学） 

司会者：小川 佳万（広島大学） 

発表者：松本 麻人（文部科学省）  大和 洋子（共立女子大学非常勤講師） 

小野寺 香（大阪樟蔭女子大学） 

 

内容説明：グローバル化の進展とともに海外への留学者が増加傾向にあるが、特に東アジア地区

では 10 代の増加が顕著になってきている。その主たる要因の一つに留学を後押しするような新し

いタイプの学校やプログラムが登場してきていることが挙げられる。本ラウンドテーブルでは、

その制度的な特徴や課題を比較検討しながら、こうした傾向の可能性と課題について検討してい

きたい。 
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ラウンドテーブル ７  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4B32 

 

まちの成り立ちと教育 

－東南アジア周縁の視座から－ 

 

企画者：中矢 礼美（広島大学） 

司会者：森下 稔（東京海洋大学） 

発表者：金子 奈央（アジア経済研究所） 

  塩﨑（久志本） 裕子（マレーシア国際イスラーム大学）  服部 美奈（名古屋大学） 

  中田 有紀（東洋大学）                 西野 節男（名古屋大学） 

 

内容説明：「周縁」に位置付けられてきたまちの過去や記憶は、教育の成り立ちとどのようにかか

わっているのだろうか。本ラウンドテーブルでは、東南アジアの「周縁」に位置づくまちの過去

や記憶と教育の営みが、いかに関わっているのかについて考察することを通して、比較教育学に

おける地域研究の可能性を多角的に議論したい。 

 

 

 

ラウンドテーブル ８  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4B22 

 

これからの比較教育学を考える 

 

企画者：荻巣 崇世（名古屋大学） 

司会者：川口 純（大阪大学） 

発表者：川口 純（大阪大学）     関口 洋平（神戸大学大学教育推進機構／日本学術振興会特別研究員） 

  橋本 憲幸（山梨県立大学） 馬場 智子（千葉大学） 

荻巣 崇世（名古屋大学） 

 

内容説明：本企画では、多様なバックグラウンドを持つ若手研究者が自身の研究において如何に

「比較教育」という営みを位置付けているのかを明らかにし、これからの比較教育学について自

由に議論していきたい。参集者も含めて比較教育に携わる会員が、それぞれの専門とする分野や

地域の特性を活かして創造的な比較教育研究を模索していく契機としたい。   
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ラウンドテーブル ９  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4A42 

 

紛争・災害後の教育復興における大学の役割 

－研究の地平と人材育成－ 

 

企画者：小松 太郎（上智大学） 

司会者：小松 太郎（上智大学） 

発表者：荒川 奈緒子（元 INEE 緊急時の教育援助機関ネットワーク事務局） 

小荒井 理恵（ACCU ユネスコアジア文化センター）  吉高神 明（福島大学） 

杉村 美紀（上智大学） 

 

内容説明：今日、未就学児童の多くは紛争・災害に影響を受けた社会に住んでいる。このような

社会の教育には、生命・生活の保護、人間の尊厳、多文化共生といった課題に応えることが期待

されている。本ＲＴでは、紛争・災害後の教育復興における大学の役割について、その研究活動

および次世代育成面での課題認識を共有し、今後の展開について考える。 

 

 

 

ラウンドテーブル 10  6 月 12 日（金）18:00-20:00               教室：4B12 

 

北欧諸国におけるオープン教育実践 

 

企画者：林 寛平（信州大学） 

司会者：本所 恵（金沢大学） 

発表者：林 寛平（信州大学）    澤野 由紀子（聖心女子大学） 

渡邊 あや（津田塾大学）  佐藤 裕紀（新潟医療福祉大学） 

長谷川 紀子（名古屋大学） 

 

内容説明：誰もが作成でき、無償で利用可能なオープン教育リソース(OER)は、教育と学習のあ

り方を変えるものとして注目を集めている。OER が英語コンテンツを中心に世界に急速に広まる

なか、北欧諸語における OER の構築と、オープン教育実践(OEP)の開発に共同で取り組む北欧諸

国に着目し、OER および OEP の普及に向けた法的、学術的な基盤の整備状況を報告する。 
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自由研究発表Ⅰ 

2015 年 6 月 13 日（土） 9:00―11:30 
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自由研究発表Ⅰ－１      6 月 13 日（土）9:00 - 11:30      教室：4B11 

東アジア（１）  

司会：山﨑  直也（帝京大学）  

 

 9:00 -  9:30 日台の大学単位交換システムに関する研究  

－カリキュラムの視点からの実例調査  

林 芷伊（上智大学大学院）  

 9:30 - 10:00 中国の大学教育のジェンダー分析  

－なぜ工学系分野に女性が少ないのか  

劉 雯（日本工業大学）  

10:00 - 10:30 京畿道児童生徒人権条例定着のための教師たちの役割に関する研究  

－京畿道人権教育研究会の活動を通じて  

出羽 孝行（龍谷大学）  

10:30 - 11:00 高等教育における人材育成政策の一考察  

－日本・台湾の比較を中心に  

楊 武勲（台湾国立曁南国際大学）  

11:00 - 11:30 中国における「文化多様性」を巡る語りの諸相  

－少数民族文化の教育課程化の動向との関係性に注目して  

金 龍哲（神奈川県立保健福祉大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅰ－２      6 月 13 日（土）9:00 – 11:00      教室：4B21 

東南アジア（１）  

司会：西野  節男（名古屋大学）  

 

 9:00 -  9:30 ベトナム高等教育における学位授与制度の変動に関する考察  

関口 洋平（神戸大学大学教育推進機構／日本学術振興会特別研究員）  

 9:30 - 10:00 ベトナムにおける障害児をもつ親のとりくみ  

－特別な教育的ニーズをもつ子どもの教育環境の視点から  

白銀 研五（京都大学大学院／日本学術振興会特別研究員）  

10:00 - 11:00 シンガポールにおける学校改善の現状と課題  

－教員の職能開発と教員評価の実施について  

○池田 充裕（山梨県立大学） ○金井 里弥（仙台大学）  
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自由研究発表Ⅰ－３      6 月 13 日（土）9:00 - 11:30      教室：4B24 

ヨーロッパ（１）  

司会：木戸  裕（東京大学非常勤講師）  

 

 9:00 -  9:30 ドイツ前期中等教育の学校制度に関する政策の分析  

栗原 麗羅（上智大学大学院）  

 9:30 - 10:00 イギリスにおけるキャリア教育の支援枠組み  

－学校外部の周辺支援に焦点を当てて  

白幡 真紀（東北大学大学院／日本学術振興会特別研究員）  

10:00 - 10:30 ドイツにおける中等教育制度改革をめぐる論点  

卜部 匡司（広島市立大学）  

10:30 - 11:00 チェコにおける女子高等教育の特質  

－社会主義の影響を中心として  

石倉 瑞恵（石川県立大学）  

11:00 - 11:30 2013 年ロシア科学アカデミー改革と高等教育  

－研究成果の効率化と伝統的学術研究体制の転換  

遠藤 忠（宇都宮共和大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅰ－４      6 月 13 日（土）9:00 - 11:30      教室：4B31 

国際教育・教育交流（１）  

司会：山内  乾史（神戸大学）  

 

 9:00 -  9:30 大学の国際化と海外留学支援制度  

－海外留学促進から教学支援改革に向けて  

○正楽 藍（香川大学） 杉野 竜美（神戸大学） 武  寛子（愛知教育大学）  

 9:30 - 10:30 海外留学の長期的なインパクト  

－キャリア、能力・スキル、意識・行動・態度、人生への満足度  

○渡部 由紀（一橋大学） ○新見 有紀子（一橋大学）  

○黒田 一雄（早稲田大学） ○芦沢 真五（東洋大学） 太田 浩（一橋大学）  

10:30 - 11:00 米中の高等教育機関による国際共同学位プログラムに関する一考察  

黒田 千晴（神戸大学）  

11:00 - 11:30 日本人学生を対象とした留学教育の現状と課題  

－「ショートビジットプログラム」を中心として  

岡田 昭人（東京外国語大学）  
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自由研究発表Ⅰ－５      6 月 13 日（土）9:00 - 11:30      教室：4B34 

教育改革・教育計画（１）  

司会：窪田  眞二（筑波大学）  

 

 9:00 -  9:30 教育改革論議における新自由主義の受容と批判  

金 相奎（早稲田大学大学院）  

 9:30 - 10:00 マカオの教育改革  

－極小特別行政区政府の挑戦  

大和 洋子（共立女子大学非常勤講師）  

10:00 - 10:30 PISA の浸透構造に関する教育制度研究  

－日本とノルウェーの比較分析  

佐藤 仁（福岡大学）  

10:30 - 11:30 職業・キャリア教育に力点を置く新たな国際バカロレア・プログラムを検討

する  

－包摂性と質の保証に焦点を当て、イギリスでの実践校を事例に  

○柳田 雅明（青山学院大学） ○飯田 直弘（北海道大学）  

花井 渉（九州大学大学院／日本学術振興会特別研究員）  

 

 

 

自由研究発表Ⅰ－６      6 月 13 日（土）9:00 - 11:30      教室：4A33 

教育改革・教育計画（２）  

司会：日下部 達哉（広島大学）  

 

 9:00 -  9:30 カザフスタンにおけるソビエト教育遺産の再検討  

－独立以降の教育改革に焦点を当てて  

Kuanysh Tastanbekova（筑波大学）  

 9:30 - 10:00 障がいを持つ子供における初等教育就学率の多国間比較  

－UN ワシントングループの定義を採用した発展途上国１０カ国のデータを     

用いて  

水野谷 優（Chinese University of Hong Kong）  

10:00 - 10:30 ミャンマーとバングラデシュの高等教育におけるポリティクスの役割の比   

      較  

上別府 隆男（福山市立大学）  

10:30 - 11:30 日米の学力調査（テスト）体制の構造的類似性と差異性  

○黒田 友紀（日本大学） ○北野 秋男（日本大学）  
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自由研究発表Ⅰ－７      6 月 13 日（土）9:00 - 11:30      教室：4A35 

教師教育・教員問題  

司会：藤井  穂高（筑波大学）  

 

 9:00 -  9:30 ウガンダの公立小学校における教員の欠勤要因分析  

沼澤 建（神戸大学大学院）  

 9:30 - 10:00 イングランドの多文化教育における教員養成に関する一考察  

－SCITT(School-centred Initial Teacher Training)カリキュラムに焦点をあてて  

盛藤 陽子（東京大学大学院）  

10:00 - 10:30 カナダ・オンタリオ州の大学教員養成課程における国際化と多文化化に向け

た取り組み  

－可能性と課題についての考察  

児玉 奈々（滋賀大学）  

10:30 - 11:00 授業研究の国際的な伝播と循環のポリティクス  

－言説分析を中心に  

荻巣 崇世（名古屋大学）  

11:00 - 11:30 イギリス教員養成政策の変容と課題  

－学校分権化の下で  

本図 愛実（宮城教育大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅰ－８      6 月 13 日（土）9:00 - 11:00      教室：4B43 

高等教育（１）  

司会：河合  淳子（京都大学）  

 

9:00 -  9:30 シンガポールのビジネススクールに関する研究  

戸田 千速（東京大学大学院）  

9:30 - 10:00 カタールの外国大学分校における学生の就学動機  

中島 悠介（京都大学大学院）  

10:00 - 10:30 高等教育法の中朝比較  

○石川 裕之（畿央大学） ○南部 広孝（京都大学）  

10:30 - 11:00 韓国の大学構造調整政策とその影響  

－大学リストラの第２幕、学部学科統廃合  

尹 敬勲（流通経済大学）  
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自由研究発表Ⅰ－９      6 月 13 日（土）9:00 - 11:00      教室：4A47 

異文化間教育  

司会：見世  千賀子（東京学芸大学）  

 

 9:00 -  9:30 教師・親としての経験から見た複言語環境で育つ子どもに対するロシア語

教育  

チモシェンコ ナターリア（お茶の水女子大学大学院）  

 9:30 - 10:00 イタリアにおけるインターカルチュラル教育の地域展開  

－ボローニャ市Ｋ公共図書館に焦点を当てて  

髙橋 春菜（東北大学大学院）  

10:00 - 10:30 インターカルチュラル・先住民教育の社会的、政治的、歴史的側面  

－メキシコの事例へのマクロおよびミクロレベルからのアプローチ  

米村 明夫（アジア経済研究所）  

10:30 - 11:00 映像視聴に見られる文化の影響  

－南米につながる子どもたちと、本国の子どもたちへの視聴調査結果から  

塚本 美恵子（駿河台大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅰ－１０      6 月 13 日（土）9:00 - 10:30      教室：4A46 

Primary and Secondary Education (1E) 

Chairperson: Hideaki Shibuya (Tokyo Gakugei University) 

 

 9:00 -  9:30 Assess ICT as a Pedagogical Tool in Science in Secodary School in Uganda 

－The case of Cyber School 

Momoko Kishi (Doctoral student at Kobe University) 

 9:30 - 10:00 Equitable Access to Primary Education in Uganda: Roles of Private Financing 

under the UPE policy 

Katsuki Sakaue (Doctoral student at Kobe University) 

10:00 - 10:30 An International Comparative Study of Educational Policy for the Promotion of 

Education for Sustainable Development (ESD) in Schools 

Tomonori Ichinose (Miyagi University of Education) 
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自由研究発表Ⅱ 

2015 年 6 月 13 日（土） 12:30―14:30 
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自由研究発表Ⅱ－１      6 月 13 日（土）12:30 - 14:00      教室：4B11 

東アジア（２）  

司会：大塚  豊（福山大学）  

 

12:30 - 13:00 中国の学士課程教育に対する審核評価について  

林 師敏（広島大学大学院）  

13:00 - 13:30 台湾の大学におけるレジデンシャル・カレッジ・システムの導入と定着  

－国立政治大学の「書院法制化」をめぐる論議を中心に  

山﨑 直也（帝京大学）  

13:30 - 14:00 中国における学校評価制度の特質  

小川 佳万（広島大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅱ－２      6 月 13 日（土）12:30 - 14:30      教室：4B21 

ヨーロッパ（２）  

司会：宮腰  英一（東北大学）  

 

12:30 - 13:00 ドイツ語科におけるメディア教育の展開  

－ギムナジウムのドイツ語科教育課程基準に着目して  

吉川 永（埼玉県立大宮中央高等学校）  

13:00 - 13:30 英国の障害児教育における政府役割  

飯田 明葉（東北大学大学院）  

13:30 - 14:00 デュルケームとブロックの歴史教育観  

平田 文子（早稲田大学大学院）  

14:00 - 14:30 フランスにおける e ポートフォリオを活用したキャリア教育の展開  

－リール大学区の取り組みを事例として  

京免 徹雄（愛知教育大学）  
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自由研究発表Ⅱ－３      6 月 13 日（土）12:30 – 14:30      教室：4B24 

アフリカ（１）  

司会：澤村  信英（大阪大学）  

 

12:30 - 13:00 マラウイの中等学校における孤児就学の実態と意味  

－生徒、教師へのインタビューを中心として  

日下部 光（大阪大学大学院）  

13:00 - 13:30 ザンビアにおける初等教育の質的及び量的改善  

堀尾 藍（国際交流基金）  

13:30 - 14:00 地域住民が参加するカリキュラム形成の現状と課題  

－ザンビア農村部を事例として  

興津 妙子（東京大学）  

14:00 - 14:30 カメルーンにおける授業研究の成果と課題  

－初・中等パイロット校の事例  

○小澤 大成（鳴門教育大学） 北野 香（鳴門教育大学大学院）  

石村 雅雄（鳴門教育大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅱ－４      6 月 13 日（土）12:30 - 14:30      教室：4B31 

理論・思想（１）  

司会：今井  重孝（青山学院大学）  

 

12:30 - 13:00 民衆教育の現状に関する解釈の違い  

－ペルーを中心に  

工藤 瞳（日本学術振興会特別研究員／帝京大学）  

13:00 - 13:30 リテラシー論における再生産理解  

翟 高燕（慶應義塾大学元通信教育部教育学非常勤）  

13:30 - 14:00 ケイパビリティのリストは提示すべきか  

－教育の位置と教育学の立場  

橋本 憲幸（山梨県立大学）  

14:00 - 14:30 課題解決型の道徳教育をパウロ・フレイレの教育理念から検討  

山口 アンナ 真美（北海道教育大学）  
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自由研究発表Ⅱ－５      6 月 13 日（土）12:30 - 14:30      教室：4B34 

教育の機会  

司会：杉村  美紀（上智大学）  

 

12:30 - 13:00 ウガンダにおける学校給食と出席率の関係性  

恩地 明日香（神戸大学大学院）  

13:00 - 13:30 ラオスにおける教育アクセスの経年的動向  

－民族間格差・地域間格差に着目して  

乾 美紀（兵庫県立大学）  

13:30 - 14:00 インド・チェンナイにおける SC/ST/OBCs 学生の学歴形成と教育制度  

牛尾 直行（順天堂大学）  

14:00 - 14:30 ノンフォーマル教育によるナショナル・アイデンティティの構築  

－エストニアの環境教育センターの実践を事例に  

丸山 英樹（国立教育政策研究所）  

 

 

 

自由研究発表Ⅱ－６      6 月 13 日（土）12:30 - 14:00      教室：4A33 

幼児教育  

司会：一見  真理子（国立教育政策研究所）  

 

12:30 - 13:00 バングラデシュにおける就学前教育文化と保護者の認識  

－政府立初等学校、KG スクール、NGO 施設の相違に着目して  

門松 愛（京都大学大学院）  

13:00 - 13:30 ドイツの幼児期における数学教育の教材開発に関する考察  

－Wittmann らの『数の本(Das Zahlenbuch)』に注目して  

中和 渚（東京未来大学）  

13:30 - 14:00 日本・ブラジルにおける幼児の語彙習得の比較  

－形容詞を中心に  

二井 紀美子（愛知教育大学）  
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自由研究発表Ⅱ－７      6 月 13 日（土）12:30 - 14:00      教室：4A35 

初等・中等教育  

司会：江原  裕美（帝京大学）  

 

12:30 - 13:00 ラオスにおける地方初等教育行政の実態と問題点  

－東北タイとの比較調査からの考察  

平良 那愛（京都女子大学大学院）  

13:00 - 13:30 中等教育における Early School Leavers 対策について  

－カナダ・アルバータ州の事例を中心に  

岡部 敦（札幌大谷大学）  

13:30 - 14:00 世帯における学力調査は学校教育の質向上につながるか  

－ケニヤ UWEZO 調査の課題  

西村 幹子（国際基督教大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅱ－８      6 月 13 日（土）12:30 - 14:30      教室：4B43 

高等教育（２）  

司会：福留  東土（東京大学）  

 

12:30 - 13:00 単位制度をめぐる高等教育政策の日米比較考察  

－政府・評価機関・大学の連動関係  

野田 文香（大学評価・学位授与機構）  

13:00 - 13:30 フィンランドの高等教育における保育者養成プログラム  

大佐古 紀雄（育英短期大学）  

13:30 - 14:00 高等教育機関における社会人の学び直し促進・支援  

－日・英・仏・スウェーデンの比較研究  

○夏目 達也（名古屋大学） ○澤野 由紀子（聖心女子大学）  

篠原 康正（文部科学省）  

14:00 - 14:30 メキシコの先住民大学＝インターカルチュラル大学の制度と機能  

斉藤 泰雄（国立教育政策研究所名誉所員）  
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自由研究発表Ⅱ－９      6 月 13 日（土）12:30 - 14:30      教室：4A47 

宗教と教育  

司会：宮崎元裕（京都女子大学）  

 

12:30 - 13:00 セネガル社会におけるイスラーム教育の位置づけ  

－フランコアラブ学校を事例として  

松本 知子（名古屋大学大学院）  

13:00 - 13:30 インドネシアの公立学校における宗教教育が生徒に与える影響  

吉井 翔子（神戸大学大学院）  

13:30 - 14:00 イスラーム教育と人の国際移動  

－マレーシア・インドネシア関係を中心として  

塩﨑（久志本） 裕子（マレーシア国際イスラーム大学）  

14:00 - 14:30 トルコにおける宗教指導者養成  

－政府による取り組みと「ヒズメット（奉仕）」運動の展開  

○服部 美奈（名古屋大学） ○西野 節男（名古屋大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅱ－１０      6 月 13 日（土）12:30 - 14:00      教室：4A46 

Primary and Secondary Education (2E) 

Chairperson: Takayo Ogisu (Nagoya University) 

 

12:30 - 13:00 Introducing Playcentre, one of the pre school education systems in New Zealand 

－which focus on parent involvement, parental care and plays. 

Ai Nishizawa (Master student at Naruto University of Education) 

13:00 - 13:30 Nongovernmental Education Programs for Migrant Children in Shanghai 

Chie Maekawa (Master student at Kobe University) 

13:30 - 14:00 Moral Education in the United States and Japan 

Shigeru Asanuma (Tokyo Gakugei University) 
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公開シンポジウム 

2015 年 6 月 13 日（土） 15:00―17:10 
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日本比較教育学会第 51 回大会  

公開シンポジウム  

  （本公開シンポジウムは、会員以外の一般の方々も自由に参加いただけます。）  

 

 

「多文化共生社会における教育」 

 

 

日時：2015 年 6 月 13 日（土）15 時 00 分～17 時 10 分  

場所：宇都宮大学 峰町 5 号館 5B12 

パネリスト（発表順）  

   池田  賢市（中央大学）  

   近藤  孝弘（早稲田大学）  

   田巻  松雄（宇都宮大学）  

司会 上原  秀一（宇都宮大学）  

 

 

趣旨  

 本公開シンポジウムでは、多文化共生社会における教育について討論する。1980 年代以

降、中国帰国者やインドシナ難民、日系南米人などのいわゆる「ニューカマー」の定住化

が進み、全国各地で外国人住民が増加してきた。「ニューカマー」と日本人が互いの文化の

違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きてい

く「多文化共生」の考えが提唱され、各地で地域づくりの指針とされている。  

 こうした中、いわゆる「外国につながる子供」の教育の在り方が問題となっている。「外

国につながる子供」たちに対して、①教育を受ける権利をどのように保障すべきなのか、

②学力をどう保障し、進路選択の幅をどう広げていくべきなのか、③社会の一員として生

きていく力をどう保障するのか（あるいは社会を今後どう変えていくべきなのか）、といっ

た問題である。  

 我が国の学校現場が直面するこうした問題を考える上で、フランスとドイツの比較は、

重要な示唆を与えてくれるに違いない。両国の社会は、ともに長年、移民子女の教育問題

に直面し、それぞれ異なった方向で解決策を模索してきた。本シンポジウムでは、移民教

育の仏独比較から我が国の「外国につながる子供」の教育問題を考えるヒントを探す。ま

た同時に、我が国の実情から、今後の比較教育学研究の課題を展望する。  

 シンポジストは、フランスの移民問題に詳しい池田賢市会員、ドイツの市民教育に詳し

い近藤孝弘会員、北関東の外国人教育問題に詳しい田巻松雄氏（専門は社会学）である。

池田会員には、著書『フランスの移民と学校教育』（明石書店、2001 年）がある。近藤会

員には、編著書『統合ヨーロッパの市民性教育』（名古屋大学出版会、2013 年）がある。

田巻氏には、著書『地域のグローバル化にどのように向き合うか』（下野新聞社、2014 年）

がある。田巻氏は、宇都宮大学の国際学部と教育学部が共同で取り組む外国人児童生徒教

育支援のための「宇都宮大学 HANDS プロジェクト」の代表を務めている。また、国際学

部長として、外国人対象の推薦入試枠の導入に向けた検討を進めている。  
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自由研究発表Ⅲ 

2015 年 6 月 14 日（日） 9:00―11:30 
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自由研究発表Ⅲ－１      6 月 14 日（日）9:00 - 11:30      教室：4B11 

東南アジア（２）  

司会：服部  美奈（名古屋大学）  

 

 9:00 -  9:30 多民族国家インドネシアにおける多様なニーズに基づく教育の展開  

－パケットプログラムに着目して  

町田 純奈（名古屋大学大学院）  

 9:30 - 10:00 包括的学校安全とセーフスクール  

－インドネシア国アチェ州の事例  

桜井 愛子（東北大学）  

10:00 - 10:30 タイにおける基礎教育カリキュラム改革の成果と展開に関する実証的研究  

○森下 稔（東京海洋大学） ○カンピラパーブ スネート（名古屋大学）  

鈴木 康郎（高知県立大学） 平田 利文（大分大学）  

10:30 - 11:00 ミャンマー国の教育条件の地域間格差の現状と臨時教員投入政策の効果  

－基礎教育学校個別データに基づく統計分析  

牟田 博光（国際開発センター）  

11:00 - 11:30 アジア諸国における華語・漢語教育と華人の民族アイデンティティ  

－カンボジア、インドネシア、タイ、ベトナム調査から  

大塚 豊（福山大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅲ－２      6 月 14 日（日）9:00 - 11:30      教室：4B21 

北アメリカ  

司会：岸本  睦久（文部科学省）  

 

 9:00 -  9:30 ニューヨーク市における教員評価  

－Aaron M. Pallas に注目して  

吉野 舞起子（コロンビア大学ティーチャーズカレッジ）  

 9:30 - 10:00 ニューヨーク市における英語能力が十分ではない児童生徒を対象とする教

育政策の実態  

－日本の外国籍児童生徒の教育への示唆  

栗原 真孝（鹿児島純心女子大学）  

10:00 - 10:30 20 世紀前半のハーバード・カレッジにおける教育改革  

－自由選択科目制から集中-配分方式へ  

福留 東土（東京大学）  

10:30 - 11:00 50 周年を迎えた米国初等中等教育法(ESEA)の再改定過程の考察  

－過去の振り返りと現状分析  

吉良 直（日本教育大学院大学）  

11:00 - 11:30 ニューヨーク市における新教員評価制度の成立と展開  

－教員組合のかかわりに目を向けて  

末藤 美津子（東洋学園大学）  
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自由研究発表Ⅲ－３      6 月 14 日（日）9:00 - 11:30      教室：4B24 

ヨーロッパ（３）  

司会：澤野  由紀子（聖心女子大学）  

 

 9:00 -  9:30 北欧諸国における多文化教育のジレンマ  

－先住民族サーメの側面からみたマイノリティ教育  

長谷川 紀子（名古屋大学大学院）  

 9:30 - 10:00 デンマークの新たな教育改革に対する教員意識についての一考察  

－公立基礎学校におけるアンケート及びインタビュー調査を通して  

児玉 珠美（早稲田大学大学院）  

10:00 - 10:30 欧州における高齢化をめぐる現状と生涯学習の役割  

－アクティブ・エイジング促進に向けた取り組みに注目して  

鈴木 尚子（徳島大学）  

10:30 - 11:00 フィンランドの教育課程編成における地方の役割  

渡邊 あや（津田塾大学）  

11:00 - 11:30 スウェーデンにおける教育課程の変遷  

－後期中等教育に焦点をあてて  

本所 恵（金沢大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅲ－４      6 月 14 日（日）9:00 - 11:30      教室：4B31 

アフリカ（２）  

司会：内海  成治（京都女子大学）  

 

 9:00 -  9:30 ケニアにおいて中等学校に就学する意味  

－生徒、保護者、地域住民の視点から  

小川 未空（大阪大学大学院）  

 9:30 - 10:00 親の関与と子どもの学力  

－ケニア・ウアシンギッシュ県を事例に  

子浦 恵（お茶の水女子大学大学院）  

10:00 - 10:30 小学校中途退学の課題  

－ケニアの首都インフォーマル地域での追跡調査より  

大塲 麻代（大阪大学）  

10:30 - 11:00 口頭伝承にみられる人間形成の諸要素と文字化による影響  

－ケニア牧畜民サンブル社会を事例に  

ギタウ（藤田）  明香（外語ビジネス専門学校）  

11:00 - 11:30 ケニア共和国キベラ・スラムに暮らす子どもの就学  

－公教育を支える無認可学校の実態  

○澤村 信英（大阪大学）                

山本 香（大阪大学大学院／日本学術振興会特別研究員）  
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自由研究発表Ⅲ－５      6 月 14 日（日）9:00 - 10:30      教室：4B34 

理論・思想（２）  

司会：杉本  均（京都大学）  

 

 9:00 -  9:30 場所／移動の経験をめぐる語りと人間形成のプロセス  

－日独の生活誌的研究における空間の位置づけを手がかりに  

木下 江美（一橋大学大学院特別研究員）  

 9:30 - 10:00 学校の教育力を向上させる地域連携の機能分析に関する考察  

－ナラティヴ・アプローチに関する分析を中心に  

長濱 博文（目白大学）  

10:00 - 10:30 解釈する能力と情報を反復する能力  

－21 世紀型スキルへのアフリカ伝統社会での教育からの投影  

山田 肖子（名古屋大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅲ－６      6 月 14 日（日）9:00 - 11:00      教室：4A33 

国際教育・教育交流（２）  

司会：斉藤  泰雄（国立教育政策研究所名誉所員）  

 

 9:00 -  9:30 外国成績・資格評価における外部機関の機能  

－イギリスの大学・カレッジ入学サービス機構（UCAS）に着目して  

花井 渉（九州大学大学院／日本学術振興会特別研究員）  

 9:30 - 10:00 韓国における外国人留学生政策と質向上に関する分析  

－外国人留学生誘致・管理力量認証制（IEQAS）を中心に  

塚田 亜弥子（東京大学大学院）  

10:00 - 10:30 モンゴル工業技術大学付属高専とマレーシア高専留学プログラムの教育シ

ステムにおける比較分析と展望  

伊藤 光雅（サレジオ高等工業専門学校）  

10:30 - 11:00 ベトナム人、ネパール人日本留学生の特徴と増加の背景  

佐藤 由利子（東京工業大学）  
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自由研究発表Ⅲ－７      6 月 14 日（日）9:00 - 11:30      教室：4A35 

開発と教育  

司会：黒田  則博（広島大学名誉教授）  

 

 9:00 -  9:30 紛争下におけるシリア人生徒の就学の意味  

－トルコで暮らす難民が運営する学校を事例に  

山本 香（大阪大学大学院／日本学術振興会特別研究員）  

 9:30 - 10:00 途上国への教育援助におけるアーキテクチャー  

隅田 姿（広島大学大学院）  

10:00 - 10:30 算数ドリルが九九の学習に与える影響  

－ラオス初等教育における実験研究  

元川 将仁（神戸大学大学院）  

10:30 - 11:00 学びの改善を実現する国際教育協力構築と日本の役割に向けて  

吉田 和浩（広島大学）  

11:00 - 11:30 スポーツ教育が障害者に与える多様な効果について  

－タイでのライフヒストリー調査を基に  

川口 純（大阪大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅲ－８      6 月 14 日（日）9:00 – 11:00      教室：4B43 

高等教育（３）  

司会：夏目  達也（名古屋大学）  

 

 9:00 -  9:30 台湾の大学における「在職クラス」の設置に関する一考察  

廖 于晴（京都大学大学院）  

 9:30 - 10:00 学生側から見る民営大学の課題  

－アンケート調査自由記述から  

邵 姜魏（早稲田大学大学院）  

10:00 - 10:30 インドにおける大学教員像  

－「2010 年 UGC 規制」に着目して  

渡辺 雅幸（京都大学大学院）  

10:30 - 11:00 高等教育の国際化と内部質保証  

江原 昭博（関西学院大学）  
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自由研究発表Ⅲ－９      6 月 14 日（日）9:00 - 11:00      教室：4A47 

教育行政・教育経営  

司会：山村  滋（大学入試センター）  

 

 9:00 -  9:30 OECD 諸国における学校評価政策の類型化  

佐々木 織恵（東京大学大学院）  

 9:30 - 10:00 学校間国際連携とコンピテンシーに関する考察  

佐々木 司（山口大学）  

10:00 - 10:30 イギリスにおける学校のガバナンス改革  

－アカデミーを事例として  

植田 みどり（国立教育政策研究所）  

10:30 - 11:00 ブラジルにおける校長直接選挙導入の意義  

－制度形成過程の分析  

田村 徳子（京都大学）  

 

 

 

自由研究発表Ⅲ－１０      6 月 14 日（日）9:00 - 11:00      教室：4A46 

Higher Education (E) 

Chairperson: Kazuo Kuroda (Waseda University) 

 

 9:00 -  9:30 Characteristics and Patterns of Research Experience of Cambodian Faculty: A 

Study on Five Public Universities 

Eam Phyrom (Doctoral student at Hiroshima University) 

 9:30 - 10:00 Higher Education Internationalization Policy at the Genba 

－A case study of English-taught programs in Japanese universities 

Annette Bradford（Meiji University）  

10:00 - 10:30 When Local Culture in Japan Encounters with Cultural Diversity 

－Power of Foreign Student Interns for International Promotion of Local Tourism 

Naomi Tsunematsu (Hiroshima University) 

10:30 - 11:00  The Migration of Graduate Students and the Globalization of Higher Education in 

Asia Pacific Region: From Dependency to Mutual Growth 

Keiichiro Yoshinaga（Tokyo University of Agriculture and Technology）  
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課題研究Ⅰ・Ⅱ 

2015 年 6 月 14 日（日） 12:40―15:10
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日本比較教育学会第 51回大会 

課題研究Ⅰ 

 

「比較教育の観点からみた日本の大学入試改革（論）」 

 
日時：2015年 6月 14日（日）12時 40分～15時 10分 

場所：宇都宮大学 峰町 5号館 5B11 

 

パネリスト 

    山村 滋 （大学入試センター）  

    木戸 裕 （東京大学非常勤講師） 

    松本 麻人（文部科学省） 

ディスカッサント 

    田中 義郎（桜美林大学） 

    荒井 克弘（大学入試センター）    

司会  藤井 佐知子（宇都宮大学） 

 

 

趣旨 

 本課題研究では、現在日本で展開中の大規模な大学入試改革（論）を諸外国の大学入試の現状や改革動向

と比較検討し、その特徴や論点を浮き彫りにするとともに、大学入試の在り方を検討する際の比較教育学的

視点の析出を試みることとしたい。 

 今回の大学入試改革（論）の守備範囲は広い。答申名（「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた

高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について」平成 26年 12月）が示すように、単に入

試の技術論ではなく、大学教育、高校教育それぞれの在り方の抜本的見直しと両者の接続の最適化を実現す

る入学者選抜の在り方が問われている。そのカタログを示せば次の通りである。 

①試験内容・方法の改革：「1点刻み」「一発勝負」入試から多面的・総合的評価へ 

  例）新共通テスト導入、個別試験における多面的評価 

②高校教育の再編：新しい学力形成と「基礎学力テスト」による底上げ 

 ③大学教育の質的転換：新しい学力伸長、学修成果重視等 

これらは、大学入試の空洞化や受験学力偏重の教育という長年の課題に真っ向から挑戦する重要な改革と

なるであろう。しかし、例えば生徒・学生にどのような学力をどのように身に付けさせ、それを入試でどの

ように測り評価するのか、については不明確な部分も多く、必ずしも議論が成熟しているわけではない。大

学教育の質的転換がそう簡単になされるとも考えにくい。 

 いまだ明確になっていないこれらの問題について、まずは、諸外国の事例から知見を得たい。今回は、試

験内容への大学関係者の関与の強化やモジュール・システムの廃止などによって、GCEの伝統的な役割を再

定位しようとしているイギリス、教育スタンダード導入によってコンピテンシー志向の大学入試ならびに高

校教育への転換を図ろうとするドイツ、アメリカに倣ってAO型入試を大幅に取り入れた韓国、の三国の状

況について、パネリストから発表いただく。その後、それら各国の状況をふまえて、現在の日本の大学入試

改革（論）について議論を行っていく。そして、これらを踏まえ、比較教育学はこの問題にどのようにコミ

ットしていけばよいか、について検討してみたい。ディスカッションは、アメリカ並びに日本の大学入試に

造詣の深い専門家 2人が中心となって行い、フロアーのみなさんとの活発な意見交換を期待したい。 
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課題研究 II 

 

「災害後のコミュニティ復興と教育の役割」 
 

日時：2015年 6月 14日（日）12時 40分～15時 10分 

場所：宇都宮大学 峰町 5号館 5B12 

 

パネリスト 

    丸山 英樹 （国立教育政策研究所）  

    大倉 健太郎 （大阪女子短期大学） 

    高橋 望  （群馬大学） 

コメンテーター 

    湯藤 定宗 （玉川大学）  

司会  山内 乾史 （神戸大学） 

    西井 麻美 （ノートルダム清心女子大学） 

 

趣旨 

 3.11から 4年以上が経過した。復興プロセスは道半ばであるが、比較教育学はどのように関わり・今後も

関わることができるのだろうか。本課題研究は、3つの報告をもとに、研究者・教育者として災害と復興お

よび様々な持続可能性に向けたアプローチについて意見交換する場を提供する。 

 最初の報告は、日本学術振興会による学術調査「震災から学ぶ社会科学（2012～14年度）」の概要と、そ

の中で比較教育班が行った調査結果の紹介である。学振の調査は、政治学、経済学、教育学、国際関係論、

メディア論、環境保全論など合計 8チーム（90名で構成）によるものだった。多くがマクロ分析を行ったが、

教育チームでは現地調査と質問紙調査が中心だった。マクロ分析によると、震災に関わらず経済的下降、行

政府の合理化が見られ、同時に強固な行政システムが復旧に寄与し、地方分権化が包括的取り組みと不連続

をもたらした。ミクロな調査からは、子ども・教員のメンタル面の影響、教育行財政の変化の他、海外事例

との比較により防災教育の導入と強化が指摘された。比較研究により、日本の震災復興は行政システムを強

みとして、しかし精神的支援において課題を残していることが示唆された。 

 第 2報告では、米国ニューオーリンズ市と神戸市長田区の復興を参照しながら、コミュニティと行政の関

係からの示唆を報告する。行政対応のスピードの違いが、その後のコミュニティ再建のあり方に影響を及ぼ

した。比較的対応の遅かったニューオーリンズ市では民間主導の学校の公設民営化が進み、対応が迅速であ

った神戸では行政による小中学校の統廃合が人口減少とともに進んだ。注目すべき点は、一般的に行政の対

応の遅さには批判が集まる反面、その遅さゆえにコミュニティに再度居住したいという人たちの力が町づく

りに活かされたという事実にある。後者の場合においても、行政サービスが十分に行き届かなかった場所か

らボランティア活動が生まれてきた。また、コミュニティへの愛着や帰属意識の強さが、その地区への帰還

を促し、復興への活力になるという点で、ニューオーリンズ市と神戸市長田区は同様の傾向を示している。 

 第 3報告は、ニュージーランド南島、クライストチャーチを事例に、発災時に校長や教職員がどのように

対応したのか、そして震災後、危機管理体制を始め、学校のマネジメントはどのように変化したのか、また

震災は行政と学校、地域と学校の関係にいかなる変化をもたらしたのか、に着目する。2010年９月、2011

年２月と２度にわたって大きな地震を経験した。行政対応が比較的早くなされたこともあり、学校再開にも

それほど時間を要することはなかったが、震災後、防災教育により重要性が見出されるようになり、また防

災をテーマとした教員研修が顕著に見られるようになった。被害が大きく、校舎が倒壊した地域では学校統

廃合が進み、そこに民間が関わることにより新たな教育環境の整備も行われている。避難所となることが多

い学校は、従来から地域との連携が積極的な同国においてもその関係性の再構築が求められている。 
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